
踊りの祭典 大阪メチャハピー祭

フィランソロピー大会OSAKA2019



開催の概要

• 青少年健全育成を目的とした、市民参加型の踊りの祭典。

• 開催日：10月14日(体育の日)

• 参加者：18歳未満の子ども達を中心とした 約2,500名

• メイン会場：大阪城ホールほか6ステージ

• プロや専門家でなくても、誰でもが大阪城ホールで踊れます。



活動の目的

20年前、大阪の青少年の補導がワースト１(H12年)。

日本一荒れていた稚内市立南中学校「南中ソーラン」。

祭りの開催とともに学校園への演舞指導。爆発的に広がる。

（少年院、暴走族、荒れた中学校や高校にも指導に）

子ども達に感動と社会性を。

20年での変化。



祭りへの参加人数と、少年非行件数の推移

↑少年非行統計の推移グラフ(2000年～2018年)
〈参考：大阪の少年非行の概況【大阪府警少年課編集】〉

↑大阪メチャハピー祭 参加者数推移 (2000年～2018年)
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事業のアピール内容

必要性 子ども達の「感動」と「社会性」

先駆性 20年前から祭りの開催と指導。踊りや

ダンスへの意識の変化。

協働性（他団体との連携） サテライト会場として、

古川橋、枚方市、OBP。費用負担なし。

波及性 同日、他日ともに開催会場追加が可能。

発展性 子ども時代の感動を、次世代に。

夢 2025年、大阪万博にて子ども達のステージを。



子ども達に感動の場を。踊りの祭典、大阪メチャハピー祭


